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[研究内容] 

当教室では、外科病理材料を用いた臨床病理学的研究が中心で、がんの発生，進展、治療に関連する研究を行な
っています。がん遺伝子ならびにがん抑制遺伝子等のさまざまな遺伝子異常とヒト発がん、特に多段階発がんと
の関係を乳癌、消化器癌、口腔癌などで検討しています。このほか、さまざまなバイオマーカーの研究や子宮頚
部癌発生に関連するヒトパピローマウイルス(HPV)感染についての研究も検討しております。 
 

[教育業務] 

医学部 1 年生は、「自然科学演習」、3、4 年生は「病理学講義・実習」、「選択基礎医学実習」、5 年生は「臨床実
習（必修）」、6 年生は「臨床実習（選択）」「実践臨床病態学講義」、とほぼ全ての学年の教育を担当しています。
大学院教育では、「基礎連続講義 腫瘍学」「微小形態学実習」を担当し、大学院１・２年生は外科病理を主体に、
さらに 3.4 年生は博士論文作製のための研究を行なうように指導しております。 
 

[臨床業務] 

附属病院病理部診断業務と、剖検業務を行っています。 
 
 



[社会貢献] 

当教室では、群馬県におけるさまざまな医療機関に対し、剖検診断を含めた病理診断を提供しています。学内で
は病理学教室スタッフで受託診断業務サービスを行ない、地域の医療機関の病理診断を行っています｡さらに、
当教室では、県内の地域基幹病院を中心に、病理診断業務のサポートを行なっています。その他、群馬大学公開
講座や群馬県医師会等の行事にも参加しております。 
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[沿革] 

病理診断学分野（旧病理学第二講座）は故大根田玄寿名誉教授が慶応大学より赴任して、昭和 29 年(1954 年)開
設されたもので、教室の研究テーマは脳血管障害をはじめとする血管の病理が中心でありました。大根田教室は
多くのすぐれた病理学者を輩出し、昭和 55 年(1980 年)には吉田洋二助教授が山梨医大教授として転出、その後
学長に就任しました。また鈴木慶ニ講師が群馬大学医療短期大学部教授に転出しました。 
昭和 56 年(1981 年)に大根田先生が定年となり、東京大学より町並陸生第二代教授が着任し、骨・軟部腫瘍の病
理、ならびに肝，特に肝細胞癌の病理が研究テーマとなりました。 
平成元年(1989 年)に国立がんセンター病理部より、第 3 代の中島孝教授が着任し、腫瘍病理学をそのテーマとし
て幅広く研究を進めました。現在の佐野孝昭准教授が平成 2 年(1990 年)大学院生として入学しました。平成 9年
(1997 年)福田利夫助教授が群馬大学保健学科に転出、平成 15 年(2003 年)に教授に昇任しました。平成 17 年
(2005 年)小山徹也助教授が獨協医大教授として転出しました。 
平成 20 年(2008 年)中島教授が静岡県立がんセンターに転出し、平成 21 年(2009 年)第 4 代小山教授が獨協医科
大学より着任しました。平成 28 年（2016年）瀬川篤記助教が県立県民科学大学教授として転出しました。平成
31 年半田正技師が群馬医療福祉大学講師（現在准教授）として転出しました。 


